
「臨床検査技師による在宅医療の推進」並びに第 20 回日本在宅医学会(日臨技共同シンポ) 

プログラム 

生涯教育研修制度 ： 基礎教科 30 点 

 

テーマ 「しっかり知って、携わる」在宅医療 

目 的 

団塊世代が後期高齢者となる 2025 年に向けて大きく変わる医療需要と疾病構造の変化へ

対応するべく医療供給体制の整備が進められている中で、「在宅医療」の質の確保が求め

られている。在宅医療の現場で必要とされる臨床検査とは？臨床検査技師に何ができるの

か？今回「在宅医の現場において臨床検査(技師)が果す使命」と題してシンポジウムを日

本在宅医学会との合同で開催することになりました。そこで開催前日に日臨技企画として

「在宅医療と臨床検査」に関する講習会を開き、在宅医療における臨床検査技師の役割を

見つめ、翌日のシンポに臨むという流れ（講習会+日本在宅医学会）の講習会を企画いた

しました。在宅医療現の現状と実践そして将来について考える機会としてご活用くださ

い。 

会 期 平成 30 月 4月 28 日（土）、4月 29 日（日） 

会 場 
○日本臨床衛生検査技師会館 3階会議室 4 月 28 日（土） 

○グランドプリンスホテル新高輪 国際館パミール 4 月 29 日（日） 

内 容 ●臨床検査技師による在宅医療の推進(日臨技企画) 

◎4月 28 日（土）日臨技会館 

13：30～14：00 受 付                      （敬称略） 

14：00～14：20 開催挨拶 

日本臨床衛生検査技師会 代表理事 会長 宮島喜文 

14：20～15：20  在宅医療における Evidence と臨床検査（仮） 

東京大学在宅医療学拠点 特任准教授 山中 崇 先生 

15：20～15：40 在宅医療における超音波検査の活用例 

    JA 長野厚生連 北アルプス医療センターあずみ病院 佐々木 朝海 先生 

〈10 分休憩〉 

15：50～17：20  在宅医が臨床検査技師に期待すること（仮）  

医療法人八事の森 杉浦医院 森 亮太 先生 

18：00～  意見交換会 

●第 20 回日本在宅医学会学術集会参加(日臨技合同シンポジウム) 

テーマ 在宅の現場において臨床検査(技師)が果たす使命とは? 

◎ 4 月 29 日（日）グランドプリンスホテル新高輪 国際館パミール 

9：00            会場各自集合 

9：30～11：00  日臨技・日本在宅医学会合同シンポジウム（強制参加）  

         演者１：日臨技会長 宮島喜文 

         演者２：在宅医 文京根津クリニック院長 任 博 

演者３：厚労省在宅推進室長 松岡輝昌 

演者 4：医療法人社団 鴻鵠会 事務局長 宮下勉 

  

〈以降の学会プログラムに関しては自由参加〉 

 

 16:00～     一旦解散（懇親会参加者は継続学会見学） 

18：30～    学会懇親会（終了後随時解散） 

参加資格 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 会員 募集人数 60 名 

受講料 

○臨床検査技師のための在宅医療の推進(日臨技企画参加費 3,000 円と第 20 回日本在

宅医学会学術集会事前登録 7,000 円を合わせて 10,000 円) 

○旅費、交通費、宿泊費は各自にて負担となります。 



主 催 (日臨技企画)一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 

後 援 (日臨技企画) 日本在宅医学会 

備 考 

○本研修会は、4月 28 日（土）、29 日（日）の両日とも参加が必須条件となります。 

○第 20 回日本在宅医学会学術集会への事前登録は日臨技で一括して行います（3月 28 日

まで応募された方のみ）それ以降は当日参加（9,000 円）となります。 

 



 

 

 

 



 


